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宮崎県加久藤天然ガス地質調査報告

：R6sum6
伊田一善韓篠出昌市踊

Natu臓IG泓sin臨k帆6GasField，
　　　麗iyaz我ki　Pr欲ec敏re．

　　　　　　　　by
　K：azuyoshi　Ida＆Syδichi　Shinoyama

Gas　is　reserved　in　non・mari耳e　pyroclastic

sedi脚ntswhicharep＆rtlydisturbedby
K：iriShim＆Volcanoes．

昭和23年3月宮崎県西諸県郡加久藤盆地の天然ガ

ス鉱床に対して調査を行つたのでその結果ゑここに報告

する。天然ガス並びに之に伴う’水の分析は前商工技官故　－

斎藤一雄及び通産技官加藤甲壬が拠当した・

1．屠 －序

加久藤盆地の暦序及ぴ其の暦厚は次の通りである。

　　　〔地暦名〕　　　　　　　　〔暦厚〕

　　日陶・喚暦　　　　　　1～2m

　　威網灘鷺　1圭
　　霧島火山岩屑及び熔岩

　　白鳥砂礫暦　　　　　　　　　4＋

　　　　　　・下浦凝灰質砂岩　　　60土

嚇魔麟三　
加久藤暦群の基盤をなす岩石は夫だ兜られてV・ない。

おそらく所謂Unknown　Mesozoicが可凍からこの盆地

に延びて来ているのであろうと考えられるが，京町駅北

方の温泉試錐では昌萌寺凝灰岩の下限より200m下位は

凝灰質岩の累暦でそれらしい地層に到蓬しない。從つて

加久藤暦は地表に露出せる部磨も加えると，総厚300m

以上に達する。

1）励久麟奮馨

a，池牟糺i疑焚質泥審「標準露出壇」宮崎県西諸県郡眞

　幸村池牟瀧桃ケ迫間道路側『

京町南方の池牟糺背斜の中軸に露出する地暦に，対して

池牟糺凝灰質泥岩繰管と名ずける。本暦は池牟糺部落東側

の極めて狭い区域内にのみ露出していて凝灰質泥岩の間

＊撚料部・級元所員．地質調査所月報第2巻第3号昭和26

蘇苦下限．不明。上限。地質柱駅図参照

に凝灰岩，礫質砂岩等の薄暦が挨まれる。又桃ケ迫部落

西側には擾乱した腐泥臭のある暗黒色泥岩の露頭がある・

弛牟糺暦の凝灰質泥岩は灰色を示すもの歩多く時に縞状

をなし，或は鉄錘質脈に貫かれ，凝灰岩は白色細粒のも

の，或は粗粒石質褐色凝灰岩，豆灰質岩などがある。，叉

本暦の最上部の凝灰質游泥岩及び凝灰質細砂岩からは潤

葉樹の化石を蓬する。又中部・下部に酪植物破片は多V・・

なお眞幸村吉田温泉の川底にも亦池牟糺暦の泥岩が露出

している事を附言する。

b．昌明毒鰻茨署r標準露出地」：宮崎県西諸県郡眞幸

　　村昌明寺246m高地南川岸

　昌明寺凝灰岩黄は白色無層理の凝灰岩の厚層で川内川

北岸に広く分布し，南岸では池牟糺背斜の軸に澹つて露

出する加久藤盆地は下浦，昌明寺両層の爲，白壁をめぐ

らした如き景観を示している。川内川南岸の昌明寺凝灰

岩はその中部に厚さ数mの泥岩を挾む。との泥岩は縞状

凝庚質泥岩，粗粒凝灰質砂岩，白色細粒凝灰岩等を挾み，

かなり蓮続性があつてこれを追跡する事により池牟礼の

構邉が明かになつた。叉昌明寺凝灰岩の最上部は時に鮮

黄色を呈する厚さ2．5mの美しV・凝灰岩1凝灰粘士があ

る。川内川北岸の昌明寺層にはこれらが欠除し暦厚は．

50m程度であるが，i弊田，池牟糺間の測定値は69mで、．

ある。

c．驚園泥岩r標準露出地』、宮崎県西諸県郡加久藤村溝i

　　園長江川左岸露頭

溝園泥岩は加久藤駅南方の長江川岸に最も良く発達し

ている地暦である。主として青灰色の暦理の明かな泥岩

で，昌明寺凝灰岩の上に整合し・京町南方で厚ざ34m

あるが，模式の溝園附近ではこれよりやや厚くなるらし

く，また川内川北岸ではζれよりやや厚くなるらしく・

また川内川北岸では遙かに薄くなつたV・る。溝園泥岩の

上部には厚さ10cm内外の駈謂”（banded　lack　vifric－

fine・tuff〉があり，更にその数m上位には厚さ3cmの堅

硬なcoarse　essential　tuffカ§泥岩に鋏まれて突起して

V・る。

d．下浦繋茨質砂岩「標準露出地」：宮崎県眞寺村南，323

　　高地西北西400米道路切割．
溝園泥岩の上位は下浦凝灰質砂岩である。下位の地暦

との関係は多少侵蝕の跡があるが，全般的には整含的で

馨上下限は柱朕図参照・
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驚難霧馨鰺

ある。下浦展の最下部　（厚さ約』

4m）は溝園泥岩の角礫とLap玉11i

を含むが，次第に上位になるに從

V・黄色或は白色の中粒乃至痢、粒無

暦理凝灰質砂岩厚贋となるあ分布

は幣田の向斜軸附近と東部¢飯野

附近に限られており，前者は後者

より厚く暦厚6伽に達する。．

　（2）白鳥砂礫暦
標準露出地・加久藤村白、良東方

357高地北麓

加久藤暦群の上位に不整合誌係

を以て推積した｝也暦は白、島砂礫暦

である。本暦は盆地の北部及び南

　区部の周辺に僅かに断片的に露出1ず　’

　瓢　る。砂岩は赤褐色粗粒乃至中粒で

　　偽履が著しく発達してV・て礫岩を
　蝦
　　交える。叉飯野村出水附近には暦

製厚0．75mの亜炭轍み，嘗て探

　顛　掘を試みた事があると需う。白、島

　縫　砂礫蟹は下浦凝灰質砂岩ぱかりで

　　なく，溝園泥岩にも叉昌明寺凝灰
　《
。　　岩にもアバツトし，暦厚は著しく
ペ　　ヒ

‘の　変化し普通数mであるが，前記の

二 睡亜淡を挾む地域では多少厚くなつ

蜜　ている。溝園の南の束長江浦字浜

導　川原では，北に6・傾舗一る溝園
婦悼
　　泥岩上に不整合に白鳥砂礫履があ

　図　り，更にその上位に段丘礫暦及び

　一　厨向ローム暦が：重錘するのカ§観察

　憩出来る。

　　　（3）・霧島火山岩屑及び熔岩・

加久藤盆地の周囲はすべて火山し

岩屑でかこまれるが・その内南側

のものは霧島火画群の噴出物と、思

われる。北側の岩屑は果して霧島

火山群に趨因するか否かは不明で

あるが，ここには仮に上記の名称

　　　　ノで一括すること、とする。

大小の安爵岩質角礫を含むVolcan

　ic　Accessory　Rubbleよりなり

加久藤村八腿町北方の人吉に至る

街道では板状熔岩が露出す『る。

　（4）段丘礫層

川内川南岸の段丘を覆つて厚さ

51一（工79）



1ん2mの砂離暦が分布する。とれは長江川西岸にあるも

のと瀞，豊川附近及びその北にあるも、のとがあつて，明か

に川内川及びその支流の河岸段丘礫である。これを低位

段丘礫蒼とする。この礫蚕の堆積当時長江川の流路は現

在よりやや西に偏していたものの如くである。即ちその

分布から見て浜川原より平ノ馬場。四塚市原・大溝原を径

てその北或は西で本流の川内川に淫V・だものと思われる。

眞幸村下浦では礫蟹の上に白色の凝灰岩薄暦があるとこ

ろがある。この低位段丘礫署の他に川内川右岸邸ち盆地

の北側に海抜300m内外の平坦面があつて，礫騒に覆わ

れる。これを高位段丘礫署とする。その他騒向ローム暦

に覆われなV・低位の更に新しV・段丘礫覆も盆地南西部の

吉松村地内にある。

・（5）日向ロ螺ム層

　模式　宮崎平野（伊田。1輿8）

　厚さ1～2m，時に．数mに達する塩基性火山岩質赤褐色

細粒凝灰岩で外観は関東ローム騒に近似する。最もi新し

い段丘を除いた各種河岸段丘或は南部の高位平坦地を

覆う。

幣田・池毎耗間
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　　　　　　2。地質構渣並びに地史

　加久藤暦群の時代を決定する賛料は夫だ無V・が，岩質

と後蓮する地質構邉から覇第三紀末期と推定する。本隆

群の主体は陸成の火山噴出物で・その間に淡水成暦を介

在するこれは霧島火山の噴出による堰止湖の堆積物とす

べきである。南九州一帯に分布する所謂「友石j或は

　r次砂」には多種多様なものが含まれている。昌明寺凝

次岩もその一つであつて，下浦凝亥質砂岩の一部もとれ

に属するとして良いであろ5。加久藤暦群は盆地同縁部

に於ても岩相変化が少く，現在の盆地よりやや広い地域

に堆積し，火山活動ほ激しかつたが，堆積状態は極めて

平静であつた。

　白鳥砂礫轡は多少の侵蝕期を経て堆積したと考えら

れ，その堆積状態に盆地の形態が反映してV・る。換言す

れば撫久藤盆地が盆地として形成されたのはチ白、島砂礫

暦堆積直前であると言える。

　川内川右岸及び長江川，以束の加久藤暦群は殆んど傾斜

せず（大観すると前者は南に後者は西に極めて僅か図上

’で傾きが見えるが，これは原傾斜と見るべきであら5）極

めて平静削決態に在るkも拘らず，長江川左岸より吉松

　　　　　　に至る地域は飽と対踪1的に甚だ摺曲が進

鴨’置・雄　　　んでいる。先ず西より吉松東方の329m

（地質柱肌圏）
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高地，楠辺の376m高地及び桃ケ迫1か高

地の霧、島火山岩展からなる三箇の蓮鎖状　．

弧状構造が在る。これを吉松弧，樽辺弧，

桃ケ迫弧とすれば楠辺弧と桃ケ迫弧の北

側に澹つて池牟糺の背斜が滝り，その角

翼は楠辺弧の附近では直立若くわ南に急

傾斜1．桃ケ迫孤の西側では逆転して北

西へ600傾斜する。桃ケ迫孤の北側及び

それより東するに從い，」傾斜は漸次緩ぐ

なる・この激しく禰曲した地域と平静な

地域は走向方向に僅か島000mしか離れ

ていないこと叉次に述べる衝上が数百m

で消滅することは，この地域の特性であ

る。池牟糺背斜の北側には幣田り向斜構

造があつて，漣牟糺部落の北西方で同背

斜の北翼が幣田の向斜の翼へ北西に衝上

する。衝上面は南へ38c傾斜し，これも

亦東にゆくに從v・次第に’monoclina1

｛1exureに移り，途には溝滅する。池牟

糺の背斜構造賦幣田の向斜構造も撫久

藤村三吉の南で潰失し，長江川まで達し

てv・なv・。叉桃ケ迫孤の西に於て極めて

強度に檀曲ず峯地域では・蜘久藤暦群が

52一』（180）



　　・糟曲逆転すると共に，．霧島の火山岩暦も亦これに参加し

　　ていることは特に注目に価する。從つてごれらの蓮動の．

　　起つた時期は，加久藤暦群堆積後白鳥砂礫裾堆稜前に僅・

　　かに始まり，霧島火山岩屑堆積中及びその直後に最も激

　　　しく，その余波は長江川が東方にその流路を変じている

　　事から低位段丘礫蚕の堆積後にまで若干及んでいる。

　　　この場合加久藤騒群堆積後，続成作用が進んでV・れぼ，

　　変動は局部的に止まらなV・で，少くともこの小盆地の宋

　　端にまで多少なりとも波及しているべきである。．從つて

　　蜘久藤暦群堆積後霧島火山岩胃の時代まではさほど年代

　　　を経ていないとして良いであろう。　、

　　　r旧向ロβム暦がその後に噴出した火山の堆積物である

噌　　　ことは地形の高低り別なく各暦の上に永平に堆積してい．

　　　ると二とから知られる。．、

　　　又霧島火山群の火口は北西ふ南東を長職とする楕円

　　　状配列をしているが，その畏軸の延長に吉松弧・糠辺弧・．

　　．桃ケ迫が在り，更にその先に後述の吉田温泉一京町の

　　　淡酸万ス地帯が分布することなどの報より盈地南西

　　　部の地質構造1ま炭酸ガスと共に火山活動に関係があるこ

　　　とカ§察鉄口ぜられる。

　　　　　　3．叉黙ガス
　本地域に噴出する天然ガスは川内川流械に分布する可

燃性ガスで，地域の北西端である眞幸村字釜ケ迫と京町

とを結ぶ線には炭酸ガスが溜泉と共に．噴出するo

　　（1）分布及び産蹴
　眞幸村亀沢附近より加久藤村八日町に至る川内川岸の

衷酉約、6km南北約2kmの間はガス存在の確定地域と
認める。この内既開発地としては魏久藤村湯田より眞幸

村島内め聞を九州天然瓦斯株式会社が難井した。これに

就ては後述する。その他は何れも温泉，灌海用水或は飲

料水を鴛る目的で馨井した結果噴出したもので，その多

くは10乃至40mg／1のCl・を含む求と共に小気泡をなし’

て噴出するものである。ガス暦の深度は55＾》75mの上，

暦と96～14Gmの下暦とがある。ガスは何れも水を伴V・

水量はガス量の多寡を左右する。從つてこれらのガスは

地下水に溶解して存在すると考えられる。

　次に炭酸ガスは吉田溜泉・昌明寺・水流・京町附近に『

温泉を目的とした坑井より溜泉と共に湧出しているoζ

れらも可燃性ガスと同様に源泉の水中に溶解して存在す

るものと考えらる。

　（2）．ガスあ雛質及び陽膨物讐質

　現地に於て測定したガスの組織は次の通りである。

分析番景　（標本採取地）

1．九州天然ガス第1号井　6．眞幸紺吉田温泉の露頭

2．　　同

3．　　同

4．　　圃

5．　　同

第9号井　7．同吉田源泉亀ノ湯の井戸
第13号井　8．同京町月見溜泉内の坑井

第22号井9．加久藤村加久藤駅前前田

第27号井10．眞幸村釜ケ迫

分析
番号

i
2．

3
4
5
6
7
8
9
10

CH4

％L
77．38

78．90

79。61

76．76

79．38

82．54

76．89

02

％
0．30

0．17

0．34

0．61

0．20

0．20

0．23

0．64

0．20

CO2

％
4．45

3．67

4．23

3．65

3．66

98．20

98．17

4．79

3．83

99．20

N・脳書

％1
17．87

17．26

15、82

18。98

16．80

12．03

19．08

0．8

第1表天然ガス組成
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　以上の結果より明かである通り，可燃性ガスはメタン

を主成分とする乾性ガスで，比較的窒素含有量が多匝と

言．う特徴を持つている。

　坑井が老朽しているためガス量を測定し得るものは少

く一般に現在出ている量は極めて少v・。これに反して淡

酸ガスのあるものは殆んど純粋な組成を有するので利用

．価値大である。

　附随水中のクロールイオン分布を第3図に示す。分布

は細長い地帯に限られ，加久藤村湯田方面より眞幸村島

内附近にその値が大であることを知る。

N2

　　　CH4
掴「

ゑ
蕃冨

吉

黒
プゆ

泉

チ

第4図　がス成分図

4．天然ガスの開発

CO望

　加久藤村に於ても数十年前より天然ガスを民家で利用

してV・た。これに着目して昭和17年よTり九州天然ガス

株式会社が昭和20年までに上総堀に依つで潔度130願，

140mのガス井27坑を難井した。その後は休止してお

りガス井は半ぼ放置ざれ荒廃に．まかし，他は坑井に近接

した民家の炊事用に利用されているぼかりである。その

現況の詳細を第5図に示す。地質の詑録は全くない。次

に昭利19年より20・年に至る間の産ガス量を他の資料

より推定すると，第6図の通りであって，昭和19年10

月に於ける単坑あたりガス量は4．4m3／日で当時稼行対

象となるガス井は21坑であつた。この数字は日本各地

のガス田に於ける産量に比較すると極めて微々たる．もの

で，坑井仕上の不完全であること，ガスリフトを行つて

V・なV・こと，坑井間隔を考慮せぬこと等技術的不完全ざ

に依る点も多いが，何れにしても鉱床の規模が小である

ことは否定出来ない。

　なおガス井は沖積層より掘り始め・その下位に直ちに

くる昌明寺凝茨岩を経て，加久藤層群下部の池牟糺層に

達していると考えられるが・坑井よりは地下の構邉並瑛

にガス層の層位に関する正確な蜘見は鶴られない。ただ

周囲の地表地質から想像すると，，断層・摺曲等の構造が

無V・ぼかりか，極めて平坦な構造をしていると想像出来

る。

　　　　　　　　　　5．結　　　　鷺一

　1．加久藤盆地の天然ガス鉱床は第三紀末葉に堆積し

たと考えられる淡水成の地層中にあり，可燃性（乾性）

ガスと火山起源の表酸ガスとが存在する。

　2． この可燃性ガス鉱床の内，既開発地域は摺曲・断層

等の著しい地質構邉に依存しておらず，極めて平静な状

態に．ある地層中に介在する，鉱床形態はCl’の分布から

推定すると川内川に澹つた細長V・地帯をなす。

　3．可燃性ガスの採取を目的として嘗て稼行されたこ

とがあつたが，深度140m以浅の地層中のガスは量が極

めて少く，今後技術的に敢善の余地はあるが，地方小工

業用．或はこの地域の家庭用燃料の域を出ない。

　4．150m以深のガス鉱床に関して1ま全く未知である。

　5．未開発資源としての淡酸ガスは純度高ぐ，これを

目的とした墾井に，より小規模な企業は可能であると認め

る。（昭和23年3月調査）
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（水の組成）

九州天然瓦斯株式会社o号井

〃

グ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1号井

5号井

6号井

7暮井

9号井

11号井

13号井

15号井

16号井

17号井

18号井

19号井

20号井

22号井

23号井

27号井

28号井

眞辛村京町濫泉眞砂族館

眞’幸村月見濫皐No，1

　　　　〃　　　．　　　No，2

力誌

久藤沢前田歯科践院

同　　　　　山田長助方井戸

眞幸　村　吉　田　温　泉

同　　　’亀　　　ノ　　前

第 2 表

　　　　　　　　　　　　1ノ　　　α（墓／e）P。H，　Hs（遊離）

7．2

　7．2

7．2

47．2

7．0

7．2

7．3

7．1

7．1

7．1

7．2

7．0

7．1

7．1

7．1

7、1

7．1

7．4

7．4

7．4

7．3

7．0

　7．0

7．0

6．7

0．0000

0．0000

0．0000

0．00（）0

0』0000

0．0000

0．0000

0．0000

0．0（）00

0．0000

0．0000

0．0000

trace

O．0000

0．0000

0．0000

trace

O．0000

00000

0．0000

0．0000

0・qooo

O．0000

・0．0000

0．0000

0．0000

0．0000

’
0
． 0000

0．0000

Q．0000

0。0000

0．0000

0．0000

0．0000

0．0000・

0．0000

0．0000

0．0σ00

0．0000

0．0000

0．0000

0．0000

0．000（）

0、0000

0・qoOO

O・oqoO

O．0000

0・00PO

O．007玉

0。（）i78

0．0107

0。0（）71

0．0107

0．0王（）7

0．0178

0．0143

0．0089

0。0107

0．0071

0．032i

O．0214

0．0428

0．0107

0．0321

0．0250

Q．oo71

0．0143

0．0143

0し0143

0．178

0．（）178

0．6315

0．6851

、
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性 質

無色，無臭，透明

微異臭，混濁沈澱250C

無臭，無色微混濁24。C

無臭ソ　無色透明　　　23QC

　　　〃　　　　　230C

　　　〃　　　　　240C

無色，無臭，梢混濁

極微臭，稽混濁，沈澱

無色，無臭，透明

無色，無臭微濁濁230C

〃
． 〃透明210C
が　　〃梢黄色混濁240C

微H2S臭，無色透明240C

無色，無臭透明F250C

無臭，帯黄梢混濁230C

無臭，稽白色混濁

無臭，帯黄透明　230C

微H2S臭，無色透明

　　　　　　　　290C

　　　　　　　　48QSQC

無臭，白色混濁

無翼，白色混濁




